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１．目 的 

シジミは内水面漁業全体の約 1／3 を占め、さけ・ます類に次ぐ重要種である。漁獲され

る大半は汽水域に生息するヤマトシジミであるが、淀川においても近年重要な漁業資源と

なっており、現在ブランド化を目指しているところである。そこで、淀川下流域における

ヤマトシジミ資源の増大を図るため、まず産卵期と考えられる 7 月以降、淀川大堰から河

口におけるヤマトシジミの分布、生息環境を調査した。 

 

２．方 法 

調査は2009年7月～12月に月1～2回、大潮時に行った。

河口から約10km上流の淀川大堰まで9定線設定し（図1）、

左岸、流心、右岸についてそれぞれ浮遊幼生、幼貝、成貝

の採集および環境測定を行った。浮遊幼生の採集は水深

1.5m以上の点では水深1m層から、水深1.5m未満の点では

0.2～0.5m層からポンプで採水により行った。流心部の4点

では表層から底層まで1m間隔で水深別に採水した。200lを目合100μmの網で濾した後に約

5％のホルマリンで固定した試料からヤマトシジミ幼生を顕微鏡下で選別し、個体数の計数

および殻長を測定した。幼貝以降の採集はエクマンバージ採泥器（20×20cm）もしくはコ

ドラート（50×50cm）を用いた。泥は現場で1mmの篩をかけ、残ったものを約5％のホルマ

リンで固定し実験室に持ち帰りヤマトシジミを選別した。ヤマトシジミは軟体部の存在を

確認した上で、殻長を測定した。 

 

３．結果および考察 

浮遊幼生は7、8月には感潮域全域に分布し

ていた。7月9日、8月6、21日の調査で採集さ

れたのはほとんどが殻長200μm未満のＤ型幼

生であったが、7月22日は殻長200μm以上の着

底稚貝が多く採集された。これは前日までの降

雨により感潮域全域で大規模な出水があった

ため、着底稚貝が底から巻き上げられたと考え

られる。水深別では塩分が10から20へと上昇

する躍層の上流付近に周囲よりも高密度で分布す

る傾向がみられた（図2）。期間中の幼貝・成貝の分布傾

向として、河口に近い3定線および上流の左岸側、流心な

どで密度は低く、特に伝法大橋より下流では全く採集さ

れなかった（図3）。殻長組成は7月には4～5mm、および13

～18mmにモードを持つ2峰型となっていたが、8月以降1mm

台の幼貝が出現し始めるとともに3mm以下の幼貝の密度

が増加し、特に下流ほどその傾向は顕著であった。環境

面では塩分の変化が著しく、全域全層ほぼ0（PSU）の淡

水から20を超える海水に近い値まで観測された。 

×

×

×

×

× ×× ×

× ×

×

×

×

× ×

×

×

×

5

10

20

15

20

5

15

5

20
25

河口からの距離（km）

水
深
（ｍ
）

7/9

7/22

8/6

8/22

河口からの距離（km）

水
深
（ｍ
）

河口 大堰 河口 大堰

塩分：0.07～25.43

塩分：0.03～0.40

塩分：0.54～28.65

塩分：10.55～30.51

個/m3

<10
<102

<103

>104

<104

塩分
(図中白抜きの数字）

×

×

×

×

× ×× ×

× ×

×

×

×

× ×

×

×

×

5

10

20

15

20

5

15

5

20
25

河口からの距離（km）

水
深
（ｍ
）

7/9

7/22

8/6

8/22

河口からの距離（km）

水
深
（ｍ
）

河口 大堰河口河口 大堰大堰 河口 大堰河口 大堰

塩分：0.07～25.43

塩分：0.03～0.40

塩分：0.54～28.65

塩分：10.55～30.51

個/m3

<10
<102

<103

>104

<104

個/m3

<10
<102

<103

>104

<104

塩分
(図中白抜きの数字）

塩分
(図中白抜きの数字）

St.4

5km

Jul. 21, 22

0

10-99

100-999

1000-

1-9

Individuals･m-2
St.4

5km5km

Jul. 21, 22

0

10-99

100-999

1000-

1-9

Individuals･m-2

図 2 7～ 8 月におけるヤマトシジミ浮遊幼生の

鉛直分布と塩分（流心部） 

図 3 幼貝・成貝の分布（7 月）
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図 1 調査定点図
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